
第 63回「言葉の院外処方箋」 

『風変りな話 〜 ユーモア溢れる 心温まる 〜』  

 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

2021年 6月 26日 尼崎での『アスベスト患者と家族の会』の主催者の方から、

「昨日は本当にありがとうございました。 少しホッとした、風変りな話という

感想がありました。 先生の著書を 10冊ほど会の中で配りたいのですが、読み

やすいものを何か 1冊ご推薦いただけませんでしょうか。よろしくお願いいた

します。」との ユーモア溢れるメールを頂いた。 また、尼崎の友人、知人と

京都から参加されていた大学の先生から、『アスベストにつきまして、当事者

やご家族の思いを お聴きでき大変勉強になりました。 尼崎市長の報告から始

まり、熱心に取り組まれているのだと思いました。 昨日は、間隔を空けて座り

ましたが、準備されていた椅子 100席は満席で皆様熱心にお聴きされていまし

た。 樋野興夫先生が アメリカに留学され、発がんの仕組みの研究を終えられ、

日本に帰国後、遺伝性のがん研究をされていたときに 中皮腫の早期診断に応用

出来ると研究されたと。 順天堂大学病院は 「アスベスト・中皮腫外来」を開

設、呼吸器科関連の臨床医が関わる中、樋野先生は 中皮腫診断をする開発をす

る病理医として、アスベスト・中皮腫外来にも参加され、当事者の話しを直接

聞くようになられ、来られる人はみんな、やり場のない怒りや悔しさ、苦悩を

抱えておられ、その詳しい病状は研究に生かされ、それが、後に、「がん哲学

外来」につながっていったと言うことなどの つながりがよく理解できました。」

と、筆者の研究歴を丁寧に整理されたメールが届いた。 ただただ感服である。 

また、筆者のブログを読まれた甲府在住の方から、『「天寿がん」という考え

方、生き方、の奥深い意味を、伝えて頂き、こちらへも感動が伝わってきます。 

長島愛生園と神谷美恵子と新渡戸稲造。 歴史を重ねる中で、更に現代的な意味

を、樋野先生から お聞きしたいものです。』との励ましのメールを頂いた。 

 

2021年 6月 27日 聖蹟桜ヶ丘の教会での講演に招待された（画像 1）。「ゲス

ト：樋野興夫 氏テーマ：がん哲学外来からの気づき 〜 ２人に１人が、がんに

なる時代の生き方 〜 主催：多摩ニュータウン地域協力教会牧師会 下記のリン

クから you tubeにアクセスしてください。https://youtu.be/x2iVvyrCkl4 」

との案内が『心の Spring Water（湧き水）』ニュースレター（画像 2）を 担当

されている方から届いた。 早速、「拝聴（視聴）させていただきました。」、

「樋野先生の行動力、人脈のお陰で、更に、交流の輪が広がりますね。 感謝で

ございます。」との連絡があった。 また、主催された桜ヶ丘教会 水口功 牧師

https://youtu.be/x2iVvyrCkl4


からは、「今日の先生の講演から とても良い整理が与えられたという感謝メー

ルを 早速にいただきました。 先生と個人的にお話できたのも幸いでした。 先

生の存在とお働きが益々祝されますように。 サインもありがとうございまし

た。」のとの心温まるメールを頂いた。 コロナ時代の広報のあり方を体験す

る日々である。 
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東久留米がん哲学外来 in メディカル・カフェ                      心のSpring water（湧き水）2021年梅雨明け号 

Spring Water from the Heart Vol.8                                              1                                                 End of Rainy season in 2021  

    すべての始まりは「人材」である  

 この度、『心のSpring Water(湧き水)』第8号の原稿を依頼された。定期的に『東久留米

がん哲学外来 in メデイカル・カフェ』(2008年〜)と同日に『読書会』(2007年〜)が開

催されている(添付)。今回、読書会の場所を提供してくださっているSobi氏が、東久留

米の成美会館で、講演会を企画される(添付)。新渡戸稲造(1862-1933) の若き日に学ん

だ教訓(添付)が、鮮明に蘇よみがえる日々である。すべての始まりは「人材」である。 

心のSpring 
water(湧き水)  

Vol.8 
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『新渡戸稲造の言葉』 

１）『人生は百貨店のようなものだ』 

２）『人間活動の目的は世界の開拓にある』 

３）『つらいことがあっても顔には出すな』 

４）『状況の悪いときこそ明るい面を見よ』 

"Words of Inazo Nitobe" 

1) "Life is like a department store" 

2) "The purpose of human activities is to develop the world" 

3) "Don't show it on your face even if you have a hard time" 

4) "Look at the bright side even when the situation is bad" 

   The beginning of everything is  
"human resources" 
  I was asked to write an article to the 8th issue of "Spring 

Water from the Heart". "Higashikurume Cancer Philosophy 

Clinic in Medical Cafe" (2008-) and "Reading Club" (2007-) 

are held regularly (attached). This time , Mr. Sobi, who pro-

vides a place for the reading club, will host a lecture meeting 

at the Seibi Kaikan Hall in Higashikurume (attached). The 

lessons learned (attached) from Inazo Nitobe (1862-1933) at 

my young age are revived vividly. The beginning of every-

thing is "human resources". 

樋野 興夫 

 新渡戸稲造記念センター 長 

 順天堂大学 名誉教授 

Okio Hino, M.D., Ph.D. 

   Emeritus Professor, Juntendo University 
   Director of Nitobe Inazo Memorial Center       
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